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名 所 



越 前 国大 野 郡 鹿 見 村 琴 弾 谷 

現代。 II 盛夏 

萩原 晃 (鐘楼 守) 

百合 (娘) 

山 沢 学 円 (文学士) 

白雪姫 (夜叉 ケ 池の 主) 

湯 尾 峠の 万年 姥 (眷属 ) 

白 男の 鯉 七 

大蟹 五郎 

木の芽 峠の 山 椿 

鯖 江太郎 



鯖 波次郎 

虎杖の 入道 

十三 塚の 骨 

夥多の 影法師 

黒 和尚 鯰 入 (剣ヶ峰の 使者) 

与 十 (鹿 見 村 百姓) 

その他 大勢 

鹿 見 宅 膳 (神官) 

権 藤 管 八 (村会 議員) 

斎 田 初 雄 (小学 教師) 

畑 上 嘉伝次 (村長) 



伝吉 (博 走) 

小 烏 風呂 助 (小 相撲) 

穴 隈鉱蔵 (県の 代議士) 

劇中 名 をい う もの。 (白山 剣ヶ峰 

千蛇ケ 池の 公達) 



みく にだけ ふもと くれむ 

三国 岳の 麓の 里に、 暮 六つの 鐘き こ ゆ。 —— 幕 

を 開く。 

はぎわら あきら しらが しょうろう 

萩原 晃 この 時 白髪の つくり、 鐘楼の 上に 立ちて 

せきよう つた 

夕陽 を 望みつつ あり。 鐘楼 は 柱に 蔦から まり、 高 

こけ おもむろ 

き 石段に 苔 蒸し、 棟に は 草 生 ゆ。 晃 やがて 徐 に 

段 を 下りて、 清水に 来 を 磨ぐ お 百合の 背後に 行く。 

晃 水 は、 美しい。 いつ 見ても …… 美しい な。 

百合 ええ。 

あやめ 

その 水の 岸に 菖蒲 あり 二三 輪 小さき 花咲く。 

きれい ほほえ 

晃 綺麗な 水 だよ。 (微笑む。) 

百合 (白髪の 鬢に手 を 当てて) でも、 白い ので ござ 



います もの。 

かまち 

晃 そり や、 来 を 磨いで いるから さ。 …… (框の 縁に 

腰を掛 く) お 勝手 働き 御苦労、 せっかくのお 手 を 水 

仕事で 台な し は 恐 多い、 ちとお 手伝いと 行こう かな。 

百合 可う ございま すよ。 

晃 いや …… お手伝い という 処 だが、 お 百合さん の そ 

うした 処は、 咲 残った 菖蒲 を 透いて、 水に 影が 映し 

たようで なお 綺麗 だ。 

百合 存じません。 

ま や つ 

晃 賞め るのに 怒る 奴が あります か。 

百合 おなぶり 遊ば すんで ございます もの を。 そ 



だんな さま 

して 旦那 様 は、 こんな 台所へ 出て いらっしゃる もの 

ではありません。 早くお 机の 所へ おいでなさい まし。 

つ ごんす け 

晃 鐘 を撞く 旦那 はお かしい。 実は 権 助と 名 を 替えて、 

まん ま おそろし 

早速お 飯に ありつきたい。 何とも 可 恐く 腹が 空い 

しゅもく つえ い 

て、 今、 鐘を撞 いた 撞木が、 杖に なれば 可い と 思つ 

た。 ところで 居催促と いう 形 も ある。 

きま 

百合 ほほ ほ、 またお 極り。 …… すぐお 夕飯に いたし 

ましょう ねえ。 

晃 手品 じゃある まいし、 磨いで いる 米が、 飯に 早 変 

わり はしそう もない ぜ。 

あ ノん- 

百合 まあ、 あんな 事 を これ は 翌朝の 分 を 仕掛け 



てお くので ございま すよ。 

晃 翌朝の 分 —— ああ、 お 所帯 もち、 さも あるべき 事 

です。 いや、 それ を 聞いて 安心したら、 がっかりし 

て 余計 空いた。 

百合 何で ございま すねえ。 …… お菜 も、 あの、 お 好 

しぎ やき 

きな 嶋焼 をして 上げます から、 おとなしく してい 

らっしゃ いまし。 お腹が 空いた つて、 人が 聞く と 笑 

います。 

晃 (縁 を 上る) 誰に 遠慮が いるもの か、 人が 笑う の 

は、 ね、 お前。 

百合 はい。 



晃 お 互いに 朝寝の 時 —— 

にっこり うつむ 

百合 知りません よ。 (莞爾 俯向く。) 

うるさ やぶ つ か いぶ 

晃 煩く 薮蚊が 押 寄せた。 裏 縁で 燻して やろう。 (納 

うしろ やきお と 

戸、 背後む きに 山 を 仰ぐ) …… 雲の 峰 を 焼 落した、 

三国 ケ岳は 火の よう だ。 西 は 近 江、 北 は 加賀、 幽に 

み の すまん たいまつ つら ひでり 

美 濃の 山々 峰々、 数万の 松明 を 列ね たように 旱の 

ほのお やしゃ 

焰で取 巻いた。 夜叉 ケ 池へ も 映る らしい。 ちょう 

ど その 水の 上 あたり、 宵の明星の 色 さえ 赤い。 …… 

な 力な， レ Dif^ もな レな 

百合 …… その 竜が 棲む、 夜叉 ケ 池から お 池の 水が 続 

くと 申します。 ここの 清水 も 気のせい やら、 流が 



晃 世間の 人に は 金が 要ろう、 田地 も 要ろう、 雨 もな 

ければ なるまい が、 我々 二人 活き るに は、 百日 照つ 

て も 乾き はしない。 その、 露が あれば 沢山なん だ。 

おもて とざ 

(戸外に 向える 障子 を閉 す。 ) 

百合 貴方、 お 暑う ございましよう。 開けて おおきな 

さいましても、 もう、 そち こち 人 も 通りますまい。 

あらたま 

晃 何、 更 つて、 そんな 心配 をす る もの か。 …… 晚 

とじこ ひとい ぶ 

方閉 込んで 一 燻し 燻して おくと、 蚊が 大分 楽になる 

よ。 

時に 蚊 遣の 煙な びく、 

おちつき 

学 円。 日に 焼けた る パナマ 帽子、 背広の 服、 落着 



の ある 人体 なり。 風呂敷 包 を^に 背い、 

きゃはん わらじば き ステッキ こうもり 

脚絆 草鞋 穿、 杖づ くりの 洋傘 をつ いて、 鐘楼の 

下に 出づ。 打 仰ぎ 鐘 を 眺め、 

学 円 今朝、 明 六つの 橋 を 渡って、 ここで 暮 六つの 鐘 

を 聞いた。 …… 

ざる 

お 百合 は 笊に 米 をう つす。 

学 円 や あ、 お 精が 出ます。 (と 声を掛 く。) 

百合 はい。 (見向く。) 

学 円 途中、 啜の 竹 藪の 処へ 出て …… 暗くな つた 処で、 

今し がた 聞きました。 時 を 打った はこの 鐘でしょう 

な 



百合 さようで 、> J ざ います。 

つりがね どう あが 

学 円 音 も 尊い— …… 立派な 鐘 じ や。 鐘楼へ 上って 

みても 差支えはありません か。 

ざる 

百合 (笊 を 抱えて 立つ) ええ、 大事 ござん せん。 け 

れ ども 貴 客、 御串戯 に、 お 杖 やなん ぞ でお 敲き 遊ば 

して は 不可ません。 

学 円 西瓜 を 買う のではありません。 決して 敲 いて は 

みますまい。 (笑う。) 

百合 御串戯 おっしゃ います。 …… いいえ、 默戯を 遊 

ばす ような お 方と は、 お見受け 申し はしません けれ 

うしみ つ 

ど、 その 鐘 は、 明 六つと、 暮 六つと、 夜中 丑 満にー 



度、 —— 三度の ほか は 鳴らさない 事に なって おり ま 

すから、 失礼と は 存じ ましたが、 ちょっと 申 上げた 

ので ございます。 さあ、 どうぞ 御 遠慮なく、 上って 

御覧なさい まし。 (夕顔の 垣根に ついて 入ん とす。) 

学 円 ああ、 ちょっと …… お待ち 下さい。 鐘 を 見よう 

と 思います が、 ふと 言 を 交わした を 御 縁に、 余り 

不鎂 がましい 事 じ やが、 茶な りと 湯な りと、 一杯お 

振舞い 下さらん か。 

あなた 

百合 お 易い 事で ございます。 さあ、 貴 客、 これへ お 

掛けなさい まし。 

学 円 御免下さいよ。 



まこと 

百合 真 に 見 苦 し ゆ う > ^ ざ います。 

学 円 これ は —— お 寺の 庫裡 とも 見受 ません。 御 本堂 

は 離れて います か。 

百合 いいえ、 もう 昔、 焼けた と 申しまして、 以前 か 

ら、 寺 はない ので ございます。 

学 円 鐘ば かり …… 

百合 はい。 

学 円 鐘ば かり …… 成程、 ところで 西瓜の 一件 じ や。 

(帽子 を 脱ぐ、 ほとんど 剃髪した る ごとき 一 分 刈の 

な まく わう リ 

額 を 撫でて) や、 西瓜と 云えば、 内に 甜瓜 でも あり 

ますまい か。 —— 茶 s でもない 様子 —— (見廻す。) 



かた やまが ゆ かや や 

片 山家の 暮れ行く 風情、 茅屋の 低き 納戸の 障子に 

ほかげ 

灯影 映る。 

学 円 この 上、 晚 飯の 御難 題 は 言 出しません が、 いか 

ん とも 腹が 空いた。 

うちえ かけ ひ ぁリ のみ ひや 

百合 ほほ。 (と 打 笑み) 筧の 下に、 梨が 冷して ご 

ざん す、 上げましょう。 (と 夕顔の 蔭に 立 廻る。) 

学 円 (がぶがぶと 茶 を 呑み、 衣 兜から 扇子 を 取って、 

あお かざ 

煽いだ の を、 と 翳して 見つつ) おお、 咲きました。 

貴女の 顔 を 見る ように。 

百合 ええ？ (聞 返す。) 

学 円 いや、 髪の 色 を 見る ように。 



ありません。 御覧の 通り、 学校に 勤める もので、 暑 

や ある 

中 休暇に 見物 学問と いう 処を、 遣って 歩行く …… 

かえりみち 

もっとも、 帰途です。 —— 涼しく ば 木の芽 峠、 音に 

かわち ひさし 

聞こえた 中の 河内 か、 (廂 はずれに 山 見る 眉) 峰の 

ちゃや ちゃくみ おんな あか まえだれ ほうそう 

茶店 に 茶 汲 女 が 赤 前垂 というの が 事実なら、 疱瘡 

の 神の 建 場で も 差支えん。 湯の 尾 峠を越そう とも 思 

さき 

います。 —— 落着く 前 は 京都です わ。 

百合 お 泊り は？ 貴 客、 今晩の。 

学 円 ああ、 うっかり 泊リ なぞお 聞きな さらぬ が 可い 

ことばじり 

言 尻 に 着いて、 宿の 御 無心 申さん とも 限らん ぞ。 

はは はは、 いや、 串戯じ や。 御 心配に は 及ばん が、 



何と、 その 湯の 尾 峠の 茶 汲 女 は、 今でも 赤 前垂 じ や 

ろうかね。 

百合 山 また 山の 峠の 中に、 噓 のように もお 思いな さ 

いまし ようが、 まったく だと 申します。 

学 円 谷の 姫 百合 も緋 色に 咲けば、 何も それに 不思議 

かさな かさな 

はない。 が、 この 通り、 山ば かり、 重り 累る、 あ 

の、 巔 を 思う につけて、 …… 夕 焼 雲が、 めら めら 

、- わお ゃナこ 

と 巌に焼 込む ように も 見える。 こり や、 赤 前垂より 

雪女郎で 凄うても、 中の 河内が 可い かも 分らん。 何 

い き 

にしろ、 暑い 事 じ やね。 —— やっと ここで 呼吸 をつ 

ヽ to 

レ i/ 



ひとじに ひど ひで リ 

百合 里で は 人 死 もあります ッて …… 酷い 旱で ござ 

います もの。 

なん * きょうくぎ よう てい 

学 円 今朝から 難行苦行の 体で、 暑さに 八 九 里 悩み 

おそろ 

ましたが —— 可 恐し い 事に は、 水ら しい 水と いうの 

を、 ここに 来て はじめて 見ました。 これ は 清水と 見 

えます。 

がけ わ かけ ひ 

百合 裏の 睚 から 湧きます の を、 筧 にうけて 落し ま 

す …… 細い 流 でございますが、 石に 当つ て、 りんり 

い ね こと ひきだに 

んと 佳い 音が します ので、 この 谷 を、 あの 琴 弾 谷と 

申します。 貴 客、 それ は、 おいしい 冷い 清水。 …… 

一 杯 汲んで 差 上げましょう か。 



こと を 遣って しもうた。 (と 扇子 を もって 胸 を 打 

つ。) 

-【 二； - J:.-- 

百合 まあ、 (と 微笑み) 私 どもが この 年まで 朝夕 飲ん 

で 何ともない、 それ を あの、 人 は 疑う ので ございま 

学 円 もっとも、 もっとも。 もの を 疑う の は 人間の 習 

いです よ。 私 は 今のお 言で、 決して 心配 はします 

まい。 現に 朝夕 飲んで おらる る、 —— この 年紀 まで 

まも いぐつ 

_ I (と 打ち 瞻リ) お 幾 歳 じ やな。 

百合 

学 円 まあ さ、 失礼 じ やが、 お 幾 歳です？ 



百合 御免なさい まし、 …… 忘れました。 …… 

ことわざ 

学 円 はは は、 俚言に も、 婦人に 対して、 貴女 はいつ 

死ぬ と は 問うても ゆい。 が、 いつ 生れた、 と は 聞く 

な —— と ある。 これ は 無遠慮に 出過ぎました。 …… 

お 幾 歳 じ やと 年紀は 尋ねますまい。 時に 幾 干です か。 

百合 幾 干 かと おっしゃって？ 

学 円 代価 じ や。 

百合 あの、 お 代、 何の 9 …… お 宝 …… ま、 滅相な。 

お茶 代 なぞ 頂く ので はない ので ござんす。 

学 円 茶 も 茶 じ やが、 いや あこれ は、 髯 のように もじ や 

もじ やと 聞え てお かしい。 茶 も 勿論、 梨 を 十分に 頂 



ございます。 

学 円 その 談話 を？ 

百合 はい、 お 代の かわりに 頂きます。 貴 客に は限リ 

ぎょうじゃ 

ませず、 薬 売の 衆、 行者、 巡礼、 この 村里の 人た ち 

にも、 お 間に合う ものが ござんして、 そのお 代 をと 

どなた ひとつ 

云う 方に は、 誰 方に も、 お 談話 を 一条ず つ 伺います。 

たんと 

沢山お 聞かせ 下さい ますと、 お泊め 申し もす るので 

J ざん す。 

こひざ うつ 

学 円 むむ、 これ こそ 談話 じ や。 (と 小膝 を拍 て) 面白 

い。 話しましょう。 …… が、 さて 談話と いうて、 差 

当り —— お茶 代になる のじ やからって、 長 崎から 



強飯で も あるまい な。 や、 思 出した。 しかも この 

えち ぜん 

越 前 じ や。 

晃 (細く 障子 を 開き 差視 く。) 

時に 小 机に 向いたり。 双紙 を 開き、 筆 を 取りて、 

客の 物語る 所 を かき 取らん としたるな るが、 学 円 

と 双方、 ふと 顔 を 合せて、 何とかし けん、 燈火を 

ふ つ と 消す。 

百合 どんなお 話、 もし、 貴 客。 

学 円 …… 時に ここで 話す の を、 貴女の ほかに 聞く 人 

があります かね。 

ほか 

百合 いいえ、 外に はお 月 様ば かりで ござんす。 



別の 談話 をす る 気になった。 お聞きなさい。 これ は 

現在 一 昨年の 夏 I - 

一 人、 私の 親友に、 何 かかね て 志す …… 国々 に 伝わつ 

た 面白い、 また 異 つた、 不思議な 物語 を 集めて みた 

い。 日本中 残らずと は 思う が、 この 夏 は、 山 深い 

ほっこく 

北国 筋の、 谷 を 渡り、 峰 を 伝って 尋ねよう、 と 夏 休 

みに 東京 を 出ました。 —— それつ きり、 行方が 知れ 

ず、 音沙汰な し。 親兄弟 も ある 人物、 出来る限り、 

手 を 尽くして 捜した が、 皆目 跡形が 分らん から、 わ 

れ われ 友 だち の 間に も、 最早 や 世に ない、 死んだ も 

あきら 

のと 断念め て、 都 を 出た 日 を 命日に する 始末。 いや、 



一 時 は 新聞 沙汰、 世間で 豪い 騒ぎ をした。 …… 

自殺 か、 怪我 か、 変死 かと、 果敢ない 事に、 寄る と 

たもと 

触る と、 袂を 絞って 言い交わす ぞ！ あと を 隠す 

にも、 死ぬ のに も、 何の 理由 もない 男 じ やに、 貴女、 

世間に は 変った 事が ありまし ような。 …… 

あなた ありが と 

百合 ああ、 貴 客、 貴 客、 難 有う 存じます。 …… ほん 

とうに 難 有う 存じました。 (とに ベな く 言う。) 

学 円 そんなに 礼 を 云うて、 茶代の かわりにな るので 

す 力 レ 

百合 もう 沢山で ございます。 

学 円 それで は 面白かった のじ やね。 



百合 …… おもしろ いのは、 前の 牡丹餅の 化けた 方、 

あとの は 沢山で ございます。 

学 円 さて 談話 はこれ からなん じ や、 今の はほんの 

まえおき 

前提です が。 

百合 どうぞ、 …… 結構で ございま すから、 …… そし 

て 貴 客、 もう 暗くな ります、 お 宿 をお 取り 遊ばす に 

も 御 不自由で ございまし ようから。 …… 

学 円 いやいや、 談話の 模様で は、 宿 をす る 事 も ある 

と言われた。 私 も 一 つ 泊めて 下さい、 I この 談話 

は 実が あります から。 

さ つ き 

百合 先刻 は、 貴 客、 女の 口から 泊り の 事 なぞ 聞 くん 



ことば 

じ やない。 …… その 言に ついて、 宿の 無心で もさ 

れ たら どうす ると おっしゃって。 もう、 清い 

すずし 

涼い お 方 だと 思いました もの を、 …… 女ば かり 居 

る処 で、 宿 貸せ なぞと、 そんな 事、 …… もう、 私 は 

気味が 悪い。 

学 円 気味が 悪い な？ 牡丹餅の 化けた ので はないで 

J ， 、、ゝ o 

19 力 

まナ こ お 

百合 こんな 山家 は、 お 化より、 都の 人が 可 恐う ござ 

んす、 …… さ、 貴 客 どうぞ。 

ひど 

学 円 これ は、 押出される は 酷い。 (不承々々 に 立つ。) 

百合 (続いて 出で、 押 遣る ばかりに) どうぞ、 お 立 



ち 下さい まし。 

学 円 婦人ば かりじ や、 ともこう も 言われぬ か。 鉢の 

木で はない のじ やが、 蚊に 焚く 柴も ある もの を、 … 

つねよ なさけ 

…常世の 宿なら、 こう 情なく は 扱うまい。 …… 雪 

の 降らぬ がせ めても じ や。 

ひでり 

百合 真夏 土用の 百日 旱に、 たとい 雪が 降ろうと も、 

…… (と 立ちながら、 納戸の 方 を 熟と 視て、 学 円に 

瞳 を 返す。) 御機嫌よう。 

学 円 失礼し ます。 

晃 (衝と 蚊 遣の 中に 姿を顕 し) 山 沢、 山 沢。 (ときつ 

。ま リ呼 ヌ。) 

I, f & く、 



学 円 おい、 萩原、 萩原 か。 

百合 あれ、 貴方。 (と 走り 寄って、 出足 を 留める よう 

に、 膝 を 突き 手に 晃の胸 を 圧え る。) 

晃 帰り やしない、 大丈夫、 大丈夫。 (と 低声に 云って) 

何とも 言いよう がない、 山 沢、 まあ まあ、 こち 

らへ。 

わし 

学 円 私 も 何とも 言いよう が 無い。 十に 九ッ 君だろう 

さ つ き 

と、 今ね、 顔 を 見た 時、 また 先刻からの 様子で も そ 

う 思うた、 けれども、 余り 思 掛けな し —— (引返し 

かまち きた 

て框に 来り) 第一、 その 頭 はどうしたい。 

晃 頭 もどう かしてい ると 思って、 まあ、 許して 上つ 



て くれ。 

ま-一）.' -y 

学 円 埃ば かりじ や、 失敬す るぞ、 (と 足 を 拭いた な 

りで 座に 入る) いや、 その 頭 も 頭 じ やが、 白髪 は ど 

うじ や、 白髪 はよ ヮ 

す うわばみ 

晃 これ か、 谷底に 棲めば といって、 大蛇に 呑まれた 

次第で はない、 こいつ は 仮 髪 だ。 (脱いで 棄 てる。) 

学 円 はは あ …… (とお 百合 を密と 見て) 勿論 じ やな、 

その 何も …… 

晃 こり や、 百合と 云う。 

お 百合、 座に 直った 晃の 膝に、 そのまま 俯伏して 

す 力 

鎚 つてい る。 



学 円 お 百合さん か。 細君 も …… 何、 奥方 も …… 

ちゃん 

晃 泣く 奴が あるか、 涙 を 拭いて、 整然として、 

ご あいさつ 

御 挨拶し な。 

きま つ 

と言うう ちに、 極り 悪そう に、 お 百合 は衝と 納戸 

へ かくれる。 

晃 君に 背中 を敲 かれて、 僕の 夢が 覚めた 処で、 東京 

きづか 

に 帰る か つ て 憂慮い なんです。 

学 円 (お 百合の 優し さに、 涙 もろく、 ほろ りと しな 

がら) いや、 私の 顔 を 見た ぐらいで、 萩原 —— この 

夢 は 覚めん じ やろう。 …… 何、 いい 夢なら、 あえて 

うち 

覚める に は 及ばん のじ や …… しかし 萩原、 夢の 裡に 



通り …… 僕 は、 それ 諸国の 物語 を 聞こうと 思って、 

あ る 

北国 筋 を 歩行い たんだ。 ところが、 自身 …… 僕、 そ 

ひとく だり 

の ものが 一条の 物語に なった 訳 だ。 —— 魔法つ か 

いは 山 を 取って 海に 移す、 人間 を樹 にもす る、 石に 

こ かえる 

もす る、 石 を 取って 木の葉に もす る。 木の葉 を 蛙 

にも するとい う、 …… 君 もこ こへ 来たば かりで、 も 

の 語の 中の 人に なったろう …… 僕 はもう 一層、 そ 

の 上 を、 物語、 そのものに なつたん だ。 

学 円 薄 気味の 悪い 事 を 云うな。 では、 君の 細君 は、 

…… (云いつ つ 憚 る。) 

きもの なで 

晃 (納戸 を 振 向く) 衣服で も 着換える か、 髪な ど撫 



ふすま 

つけて いるだろう。 …… 襖 一重 だから、 背戸へ 出た。 



学 円 (伸 上り 納戸 越に 透かして 見て) おい、 水が あ 

るか、 蘆の 葉の 前に、 櫛に も 月の 光が 射して、 仮 髪 

を はずした 髪の 艷、 雪国と 聞く せいか、 まだ 消 残つ 

て 白い ように、 襟 脚、 脊筋も 透 通る。 …… 凄い まで 

美しい が、 …… 何 か、 細君 は 魔法つ かいか。 

晃 可哀想な 事 を 言え、 まさか。 

学 円 ふん。 

ひと つ 

晃 この 土地、 この 里 —— この 琴 弾 谷が、 一個の 魔法 

つかいだ と 云 うんだ よ。 —— 



山 沢、 君 は、 この 山奥の、 夜叉 ケ池 というの を 聞いた 

ゝ a 

力 

学 円 聞いた。 しかも その 池 を 見ようと 思って、 

いま じょう いりこ 

今庄 駅から 五 里ば かり、 わざわざ ここまで 入 込ん 

だの じ や。 

晃 僕 も 一 昨年、 その 池 を 見ようと 思って、 ただ 一 人、 

この 谷へ 入った ために、 こういう 次第にな つたんだ。 

ここに 鐘が ある 

うしみ つ 

学 円 ある！ 何 か、 明 六つ、 暮 六つ …… 丑満、 と 一 

昼夜に 三度 鳴らす。 その他 は 一 切 音 を させない 定 

じ やと 聞いた が。 



晃 そうだよ。 定 として、 他 は 一 切 音 を させて はなら 

ない、 と 一 所に な、 一 日 一 夜に 三度ず つ は 必ず 鳴ら 

さねば ならな いんだ。 

学 円 それ は？ 

晃 ここに 伝説が ある。 昔、 人と 水と 戦って、 この 里 

えつ だいとくたい ちょう ギ. I よう リ. s 

の 滅びよう とした 時、 越の 大徳 泰 澄が 行 力で、 竜 

ふラ じこ 

神 を その 夜叉 ケ 池に 封 込んだ。 竜神の 言う に は、 人 

お ま 

の 溺れ、 地の 沈む を 救うた めに、 自由 を 奪わる る は、 

ふもと 

是非に 及ばん。 そのかわりに 鐘を錡 て、 麓に 掛けて、 

つきな 

昼夜に 三度ず っ撞 鳴らして、 我 を 驚かし、 その 約束 

を 思 出させよ。 …… 我が 性 は 自由 を 想う。 自在 を 欲 



つ、 丑満っ 鐘を撞 く。 …… 

学 円 (乗 出で て) 面白い。 

晃 いや、 面白いで は 済まない、 大切な 事です。 

学 円 いかにも 大切な 事 じ や。 

晃 ところで、 その 鐘を撞 く、 鐘撞き 男 を 誰 だと 思う。 

学 円 君 か。 

かねつき 

晃 僕 だよ。 すなわち 萩原 晃 がその 鐘撞 夫なん だよ。 

学 円 はてな。 

晃 ここに 小屋が ある …… 

学 円 むむ。 

晃 鐘撞が 住む 小屋で、 一 昨年の 夏、 私が 来て、 代る 



まで は、 弥太 兵衛と 云う 七十 九になる 爺 様が 一 人 居 

このかた 

て、 これ は 五十 年 以来、 いかな 一日 も 欠かす 事な く、 

一 昼夜に 三度ず つ この 鐘 を 打って いた。 

山 沢、 花 は 人の 目 を 誘う、 水 は 人の 心 を 引く。 君 も 

夜叉 ケ池を 見に 来たと 云う。 私が やっぱり、 池 を 見 

ようと、 この 里へ 来た 時、 暮 六つの 鐘が 鳴つ たんだ。 

弥 太兵衛 爺に、 鐘の！^ 謂 を 聞きながら、 夜が あけた 

ら 池まで 案内させる 約束で、 小屋へ 泊めて 貰った 処。 

うしみ つ しょうろう 

その 夜、 丑満の 鐘を撞 いて、 鐘楼の 高い 段から 下り 

じじ い えんさき ぷ つたお 

ると、 爺 は、 この 縁 前で 打倒れ た —— 急病 だ。 死ぬ 

くるしみ も だ 

苦悩 をしながら、 死 切れないと 云って、 悶える。 I 



I こうした 世間 だ、 もう 以前から、 村 一統 鐘の 信心 

が 消えて いる。 …… 籁が 死んだら、 誰も 鐘 を 鳴らす 

たな そこ 

ものがない。 一度で も 忘れる と、 掌 をめ ぐらさず. 

田地 田 畠、 陸 は 水になる、 沼になる、 淵になる。 幾 

いのち 

万、 何千の 人の 生命 —— それ を 思う と 死ぬ る も 死 切 

う め もが 

れ ぬと、 呻吟いて 搔く。 —— 虫より 細い 声 だけれ ど 

も、 五十 年の 明暮 を、 一 生 懸命、 そうした 信仰で 鐘 

楼を 守り 通した、 骨と 皮ば かりの 爺が 云う の だ。 … 

おのず 

…鐘の 自 から 鳴る ごとく、 僕の 耳に 響いた。 …… 

かつ くげん あわれ 

且は 臨終の 苦 患の 可哀 さに、 安心 を させようと、 I 

I 心配 をす るな 親 仁、 鐘 は 俺が 撞 いて やる、 —— と 



叉ケ 池の 碧潭に 映る と 云う。 …… 撞木 を 当てて 鳴る 

こがらし 

時 は、 M に すら、 そより とも 動かない、 その 池の 

水が、 さらさらと 波 を 立てる と 聞く。 元来、 竜神 を 

驚かす ために 打 鳴らす ので あるから、 三度の ほかに 

騒がして は、 礼 を 欠く 事に 当る。 …… 

学 円 その 道理 じ や、 むむ。 

かけまわ 

晃 鐘 も 鳴らせん …… 処で、 不知 案内の 村を龃 廻って 

人 を 集めた、 —— サァ、 弥太 兵衛の 始末 は 着いた が、 

誰も 承 合って 鐘を撞 こうと 言わない。 第一、 しか じ 

かで あるから と、 爺に 聞いた 伝説 を、 先祖の 遺言の 

おごそか どつ 

ように 蕺 に 言って 聞かせる と、 村の もの は 哄と笑 



としょ リ 

う。 …… 若い もの は 無理 もない。 老寄 ども も 老寄ど 

おしょう 

もな リ、 寺の 和尚まで けろ リ として、 昔話なら、 桃 

太 郎の宝 を 取って 帰った 方が 結構で ござる、 と言う。 

癩に 障った 勝手にし ろ、 と 私 も そこから、 (と 

かまち わらじ は 

框 を 指し) 草鞋 を 穿いて、 すたすた とこの 谷 を 出て 

しかみ むら たもと 

帰つ たんだ。 帰る 時、 鹿 見 村の はずれの 土橋の 抉に、 

えの き 

稷 の樹の 下に 立 つ て しょんぼりと 見送った のが、 

(と 調子 を 低く) あの、 婦人 だ。 

こども 

その 日の、 明 六つの 鐘 さえ、 学校 通いの 小児 を はじ 

ゆびさ 

め、 指し をして 笑う 上で、 私が 撞 いた。 この 様子で 

は、 最早 や 今日から、 暮 六つの 鐘 は 鳴るまい な ！… 



もしゃ、 岩 抜け、 山 津浪、 そうで もない、 大 暴風雨 

ほ. R 

で、 村の 滅びる 事が あったら、 打明けた 処 …… 他 は 

いのち 

構わん、 …… この 娘の 生命 も あるまい —— 待て、 二 

つりがね どう 

三日、 鐘 堂 を 俺が 守ろう。 その内に は、 とまた 四 

五日、 半月、 一 月 を 経る うちに、 早い ものよ、 足掛 

け 三年。 —— 君に 逢う まで、 それさえ 忘れた。 …… 

また、 忘れる ために、 その上、 年に 老朽ち て 世 を 離 

あきらめ 

れた、 と 自分で も 断念の ため。 …… ばか リじゃ 無い、 

かりがね つばめ ゆ ゆきか 

…… 雁、 燕 の 行き かえり、 軒な り、 空な り、 行 交 

う 目 を、 ちょっと は 紛らす 事 もあろう と、 昼間 は 白 



かつら かむ 

髪の 仮 髪 を 被る。 

もくねん 

学 円 (黙然と して 顔 を 見る。) 

晃 (言葉 途絶える) そう 顔 を 見るな、 恥 入った。 

学 円 (しばらく、 打 案じ) すると、 あの、 …… お 百 

合さん じ や、 その 人の ために、 ここに 隠れる 気になつ 

たと 云う のじ や。 

晃 …… ますます 恥 入る。 

学 円 いや、 恥ず るに は 及ばん。 が、 どうじ や、 細君 

を 連れて 東京に 帰る わけに は 行かん のかい。 

晃 何も 三ケ 国と 言わん。 越 前 一 ケ国 とも 言わん。 わ 

ふもと 

れ われ 二人が 見棄 てて 去って、 この 村と、 里と、 麓 



に 棲む ものの 生命 を どうす る。 

学 円 萩原、 (と 呼びつつ、 寄り) で、 君 は それ を 信ず 

るかい。 

晃 信ずる、 信ずる ようになった。 萩原 晃は いざ 知ら 

こと ひきだに しょうろう もリ 

ん、 越 前 国 三国 ケ 岳の 麓、 鹿 見 村 琴 弾 谷の 鐘楼 守、 

百合の 夫の 二 代の 弥太 兵衛は 確 に 信じる。 

学 円 (ひたりと 洋服の 胡 坐に 手 をお き) 何にも 言わ 

ん。 そう 信ぜい。 堅く 進ぜい。 奥方の 人 を 離れた 美 

しさ を 見る につけても、 天が この 村の ために、 お 百 

合さん を 造り 置いて、 鐘楼 守 を、 ここに 据えられた 

もの かも 知れん。 君た ち 二人 は 二 柱の 村の 神 じ や。 



なかん ずく 

就中、 お 百合さん は 女神 じ やな。 

あんどん 

百合 (行燈 を 手に 黒髪 美しく 立出づ る) 私、 どうし 

たら 可う ございましよう。 

学 円 や、 これ は …… 

百合 貴 客、 今 ほど は。 

学 円 さて、 お 初に …… はは はは、 奥さん。 

百合 まあ。 …… (と 恥ら う。) 

晃 これ、 まあ …… ではない、 よく 御 挨拶 申しな、 兄 

とおな じ 人 だ。 

百合 (黙って 手 をつ く。) 

学 円 はいはい。 いや、 御 挨拶 はもう 済みました。 



貴女 嚏 は 出 ませなん だか。 

晃 うっかり 嚏なん ぞ すると、 蚊が 飛 出す。 

たんと 

百合 あれ、 沢山お なぶん なさい まし。 

おしろい つ 

晃 そんなに、 お前、 白粉 を粧 けて。 

百合 あんな 事ば かり おっしゃる。 (と 優しく 睨んで 

顔 を 隠す。) 

むつ ま 

学 円 何に しろ、 ぉ睦 じい …… はは はは は、 勝手にお 

噂 をし ましたが、 何 は、 お 里方、 親御、 御兄弟 は？ 

みなしご はちまん 

晃 山 沢、 何にもない 孤児なん だ。 鎮守の 八幡の 宫の 

かんぬし おとつ 

神官の 一 人 娘で、 その 神官の 父親さん も 亡くなった。 

叔父が あって、 それが 今、 神官の 代理 をして いる。 



…… これの 前 だが、 叔父と いうの は、 了簡の よくな 

い 人で な。 

学 円 それ は それ は。 

晃 姪の これ を、 附 けつ 廻し つした という 大難ぶ つで 

からだ 

百合 ほんとうに、 たよりの ない 身体で ございます。 

何にも 存じません、 不束 もので ございます けれど、 

貴 客、 どうぞ 御 ふびん をお 懸けな すって 下さい まし- 

み つゆび 

(しんみりと 学 円に 向って 三 指して 云う。) 

学 円 (引き入れられて、 思わず 涙ぐむ。) 御 殊勝です 

な。 他人の ように は 思いません。 



晃 (同じく 何となく 胸せ まる。 涙 を 払って) さあ さ 

あ、 親類と いうお 言葉なん だ。 遠慮のない 処、 何に 

ごふいちよう しぎ やき 

も 要らん。 御 吹聴の 嶋 焼で 一 杯つ けな。 これから 

ゆっくり 話 すんだ。 山 沢、 野菜 は 食わしたい ぜ、 そ 

うま 

リゃ、 甘い ぞ。 

学 円 奥方、 お立ちな さるな。 ト そこで じ やな、 萩原、 

わし 

私 は 志した 通り、 これから 夜 を 掛けて 夜叉 ケ池を 見 

に 行く 気 じ や。 種々 不思議な 話 を 聞いたら、 なお 一 

層 見た くな つた。 御飯 はお 手料理で 御馳走に なろう 

が、 お 杯に は 及ばん、 第一、 知って る 通り、 一滴 も 

飲め やせん。 



晃 成程、 そうか、 夜叉 ケ池を 見に 来たんだ。 …… 

明日に して は、 と 云 うんだ けれども、 道 は 一 里 余り、 

が、 上りが 嶮 しい。 この 暑さで は 夜が 矛い。 しかし、 

四 五日 は 帰さん から、 明日の 晚 にして くれない かい。 

学 円 いや、 学校が ある。 これで も 学生の 方で はない 

から 勝手に 休めん。 第一、 遊び 過ぎて、 もう 切 詰め 

じ や。 

さ つ き 

晃 それ は 困った、 学校 は 9 …… 先刻、 落着く 先 は 京 

都 だと 云った よう だな。 

なさけ 

学 円 むむ、 去年から。 …… みやづかえの 情な さじ や。 

何しろ、 急ぐ。 



晃 分った、 では 案内 かたがた 一所に 行く。 

学 円 君 も。 

晃 …… 直ぐに 出掛けよう。 

学 円 それ だと、 奥方に 済まん ぞ。 

つま 

晃 何 を 詰らない。 

百合 いいえ …… (と 云いし がしお しおと) 貴方、 直 

ぐに とおつ しゃって、 …… お 支度 は、 …… 

晃 土橋の 煮 染屋で 竹の 皮づ つみと 遣ら かす、 その 方 

はやてまわし にしん よ 

が 早 手 廻 だ。 鰊 の 煮び たし、 焼 どう ふ、 可かろう、 

山 沢。 

学 円 結構 じ や。 



晃 事が 決れば 早い が ゆい。 源 佐 衛門は 草履で 可し、 

最明時 どの は、 お 草鞋、 お 草鞋。 

学 円 や あ、 おもしろい。 奥さん、 いずれ 帰途に は 寄 

せて 頂く。 私 は 味噌汁が 大好きです。 小 菜 を 入れて 

食べさして 発せて 下さい。 時に、 帰途 はいつ になろ 

う。 …… 

晃 さあ、 夜が 短い。 明 方に なろう も 知れん。 

学 円 明けが た …… は ゆいが、 (と 草鞋 を 穿きながら) 

待て 待て、 一所に 気軽に 飛 出して、 今夜、 丑満 つの 

鐘 はどうす るの じ や。 

晃 百合が 心得て おる。 先代 弥太 兵衛と 違う。 仙人で 



はない、 生身の 人間。 病気 もす る、 百合が 時々 代る 

ん だよ。 

学 円 では、 池の あたりで 聞きましょう。 奥方 

しっかり 願います。 

百合 はい、 内 をお 忘れなさい ません ように、 私 は 一 

生 懸命に。 (と 涙声に て 云う。) 

ちょうぼう 

晃 ：：： おい、 あの、 弥太 兵衛が 譲りの、 お 家の 重宝 

ひょうたん 

と 云う 瓢箪 を 出した リ、 酒 を 買う。 それから 

鎌 を 貸しな、 滅多に 人の 通わぬ 処、 路 はあって も 熊 

笹 ぐらい は 切ら ざ あなるまい。 …… 早くお し。 

百合 はい、 はい。 



学 円 や あ、 どぎ どぎ と 鋭い な。 (と 鎌 を 見る。) 

晃 月影に …… (空へ かざす) なお 光 るんだ。 これで 

も 鎌 を 研ぐ こと を 覚えた ぜ。 こっち だ、 こっち 

だ。 (と 先へ 立つ。) 

百合 お気をつけ 遊ばせよ。 (とうる み 声に て、 送り 

出づる 時、 可愛き 人形 袖に あ リ。) 

晃 何 だい、 こんな もの。 (見返る。) 

百合 太郎 がちよ つと お見送り。 (と 袖で しめつつ) 

小 父ち やん もお 早くお 帰りなさい まし、 坊やが 寂 

しゅう ございます。 (と 云いながら、 学 円の 顔 をみ 

まもり、 小 家の 内 を 指し、 うつむいて ほろ りと する。) 



かば さま ごもっとも 

学 円 (庇う 状に 手 を 挙げて、 また 涙ぐみ) 御 道理 じ や、 

が、 大丈夫、 夢にも、 そんな 事が、 貴女、 (と 云って 

晃に 向き かえ) 私に 逢うて、 里心が 出て、 君が これ 

なり 帰るまい か、 という 御 心配 じ や。 

せむ き 

百合 (きまりわるげ に、 つと 背 向になる。) 

さっき ねんね え 

晃 ああ、 それで 先刻から …… 馬鹿、 嬰児 だな。 

学 円 何 かい、 ちょっと 出懸 に、 キスな ど せんでも 可 

、ゝ、 o 

レカレ 

かねつき 

晃 旦那 方 じゃある まいし、 鐘撞 弥太 兵衛 でがん すて 

の。 

と 両人 連立ち 行く。 



百合 (熟と しばし) まさかと 思う けれど、 ねえ、 坊 

や、 大丈夫お 帰ん なさる わね え。 おおお お 目 ン目を 

ねむ うなず ほおず 

瞑って、 頷いて、 まあ、 可愛い。 (と 頰摺 りし) 坊 

や は、 お 乳 をお あがりよ。 母さん は 一 人で お 夕飯 も 

欲しくない。 早く 片附 けて お 留守 をし ましょう。 一 

うるさ よ 

人 だと 見て取る と、 村の 人が 煩いから、 月 は 可し、 

灯 を 消して 戸 をし めて。 

かまち 

と框 にず ッと 雨戸 を 閉める。 閉め 果てる と、 戸 

の 鍵が ガ チリと 下りる。 やがて、 納戸の 燈、 はつ 

と 消 ゆ。 

出る 化 ものの 数々 は、 一 ッ目、 見越、 河 太郎、 獺 



しゃく うろこ 

ろり と 掬った。 …… (鯉 跳ねる) わい！ 銀の 鱗 

だ。 ず ずん と 重い。 四 貫目 あるべ い。 村長 様が、 

大囲 炉裡の 自在 竹に 掛 つた 滝登りより、 ぇッと 大 え。 

こり や 己が で 食おう より、 村会 議員 の髯 どのに 売る 

べいわ さ。 やれ、 鯉。 髯 どのに 身 売 をし ろじ や。 値 

になれ、 値に なれ。 (鯉 跳ねる) ふ あ、 銀の 鱗 だ。 金 

が 光る —— 光る てえば、 鱗て えば、 ここな、 (と 小屋 

かねつき ぶ かんぬし 

を 見て) 鐘撞 先生が 打って しめた、 神官 様の 嬢 様 さ 

すま い 

あ、 お宮の 住居に ござった 時分 は、 背中に 八 枚 鱗が 

生えた 蛇体 だと 云つ けえ な。 …… そんで はい、 夜 さ 

のぞ 

り、 夜ば いものが、 寝床 を視 くと、 いつでも へい、 



しろへ び なげ 

白 蛇の 長いの が、 嬢 様の めぐり 廻って、 のた くるち ッ 

て、 現に、 はい、 目の くり 球 廻ら かいて 火 を 吹いた 

やつ 

奴 さえ あっけえ。 …… 

鐘撞 先生に は 何事 もね えと 見える だ。 まんだ、 丈夫 

に活 きて ござって、 執 殺され もさつ しゃら ねえ。 見 

ろ やい、 取っても 着けね ぇ処 に、 銀の 鱗 さ、 ぴかぴ 

かと 月に 光る ちッ て、 汝が を、 (と 鯉 を じろ じろ) ば 

けもの か 蛇体と 想うて、 手 を 出さず ば、 うまい 酒に 

も ありつけ ぬ処 だった ちゅう もの だ。 —— 嬢 様が 手 

まっくら なめ ころ 

本 だよ。 はって な、 今時分、 真暗 だ。 舐 殺され はし 

ねえ だかん、 待ちろ。 (と 抜 足で 寄って、 小屋の 戸の 



すきま 

隙間 を視 く。) 

かに ごろう おどろ あかげが しら ひ 

蟹 五郎。 朱顔、 蓬なる 赤毛 頭、 緋の衣し たる 山伏 

いでたち やま ごぼう ま たばこ 

の扮 装。 山 牛蒡の 葉に て 捲いた る 煙草 を、 シャと 

横 銜えに、 ぱっ ぱっと 煙 を 噴きながら、 両腕 を 頭 

っッぱ はさみ きめこ しゃが よこばい 

上に 突張り、 ト鋏を 極 込み、 踞んで 横 這に、 ず 

あ る すき み 

かりず かりと 歩行き 寄って、 与 十の 潜 見す る 

む " ^ うずね 

向 脛 を、 かっきと 挟んで 引く。 

与 十 痛え。 (と 叫んで) わつ、 (と 反る 時、 鯉ぐ るみ 

竹の 小 笠 を 夕顔の 蔭に 投 ぐ。) ひや あ、 藪 沢の 大蟹 だ。 

人殺し！ 

と 怪し 飛んで 遁ぐ。 —— 蟹 五郎す かりす かりと 横 



に皂 う。 

こ、 レち あらう 

鯉 七。 鯉の 精。 夕顔の 蔭よ リ、 するすると 顕る。 

こくびゃく うろこ かたびら うろこが た たッ つけ ひれ 

黒白 鱗 の 帷子、 同じ 鱗 形 の 裁 着、 鰭の ごとき ひ 

くだ レ おもてお お 

ら ひら 足袋。 件の 竹の 小 笠に、 面を蔽 いながら 

なげう 

来リ、 はたと その 小 笠を擲 つ。 顔 白く、 口の まわ 

り、 ベた リと髯 黒し。 蟹、 これ を 見て 引返す。 

ためいき 

鯉 七 (ばくばくと 口 を 開けて、 はっと 溜息し) ああ 

ひで リ それがし 

人間が 旱の 切な さ を、 今にして 思 当った。 某が 

水 離れした と 同然と 見える。 …… おお、 大蟹、 今 ほ 

ど はお 助け 嬉しい、 難 有かった ぞ。 

蟹 五郎 水心、 魚 心 だ、 その 礼に 及ぼう かい。 また、 



だが、 滝登り もす る ものが、 何 じ やとて、 笠の 台に 

乗せられた。 

鯉 七 里へ 出る 近道して な、 無理な 流 を 抜けた と 思え。 

つまず はだ さばき 

石に 鰭が 躓いて、 膚 捌の ならぬ 処を、 ばッ さりと 

啖 つた 奴よ。 

おさ 

蟹 五郎 こいつに か。 (と 落ちた る 笠 を 挟んで 圧え 

る。) 

鯉 七 鬼 若 丸 以来と いう、 難儀に 逢わせた。 百姓め が、 

うぬ ふ 

汝。 (と 笠を蹈 む。) 

笠 己 じ やねえ、 己 じ やねえ。 (と、 声ば かりして 蔭に 

て 叫ぶ。) 



きさま 

鯉 七 は あ、 いかさま 汝 のせいでも あるまい。 助け 

て やろう —— そり や 行け。 やい、 稲が 実ったら 

案山子に なれ！ 

と 放す。 しかけに て、 竹の 小 笠 はたはたと 煽って 

遁げ る。 

かぼちゃば たけ そろ 

はは はは 飛ぶ わ 飛ぶ わ、 南瓜 畠へ 潜って 候。 

さま きびす け 

蟹 五郎 人間の 首が 飛んだ 状 だな、 気味 助、 気味 助。 

か ッかッ かッ。 (と 笑い) 鯉 七、 これから どこへ 行く。 

鯉 七 むう、 ちと 里方へ 用が ある。 ところで 滝 を 下つ 

て 来た。 何が、 この頃の 旱で、 やれ 雨が 欲しい、 そ 

も レ Jiw ま ^9 ま レ 

れ水を くれろ、 と 百姓 どもが、 姫様のお 住居、 夜叉 ケ 



池の ほとりへ 五月 蠅き ほどに 集って 来せる。 それ は 

よ まじない かなく ぎ かな ひばし 

まだ 可い。 が、 何の 禁 厭か 知れぬ まで、 鉄 釘、 鉄火 箸、 

錡刀 や、 破 鍋の 尻まで 持 込む わ。 まだし もよ。 お 

供物 だと 血迷っての、 犬の 首、 猫の 頭、 目を剝 き、 

ひげ きゅう リ 

髯を 動かし、 舌 を べらべら 吐く 奴 を 供える わ。 胡瓜 

ならば 日 野 川の 河童が 嚙 ろう、 もっての 外な、 汚穢 

うて 汚穢うて、 お 腰元た ちが 掃除 をす るに 手が 懸っ 

て 迷惑 だ。 

ひい さま ゆのお とうげ まんねん うば 

ところで、 姫様のお 乳母 どの、 湯 尾 峠の 万年 姥が、 

それがし 

某 へ 内意 == 降らぬ 雨なら 降る まで は 降らぬ、 向 

まきち 

後 汚い ものな ど 撒 散らす において は その 分に 置かぬ 



=H と 里へ 出て 触れい、 と ある。 ためにの、 この 鰭 

を 煩わす、 厄介な 人間 どもよ。 

蟹 五郎 その 事 かい、 御苦労、 御苦労。 ところで、 大 

ひい さま おぼしめし 

池の 姫様に は、 なかなか 雨 を 下さる 思 召 は 当分な 

、ゝ、 o 

レカレ 

ひい さま 

鯉 七 分らん の。 旱は 何も、 姫様 御存じの 事で はない。 

第 一 、 其 許な ども 知る 通りよ。 姫様 は、 それ、 御 縁 

者、 白山の 剣ヶ峰 千蛇ケ 池の 若旦那に あこがれて、 

恋し、 恋しと、 それば かり 思 詰めて まします もの、 

人間の 旱 なん ぞ 構って いる 暇が ある もの かッ てい。 

蟹 五郎 神 通 広大 —— 俺 を はじめ 考える ぞ。 さまで 思 



鯉 七 =H 山 を 川に しょう == と 唄おう よ。 

蟹 五郎 面白い。 

と 同音に、 鯉 はふら ふらと 袖 を 動かし、 蟹 は、 ぱッ 

けむ 

ぱッと 煙 を 吹いて、 =H 山 を 川に しょう、 山 を 川 

にしよう == と 同音に 唄い 行く。 行 掛けて 淀み、 

行途を 望む。 

み な あぜ 

鯉 七 待て、 見馴れぬ ものが、 何やら 田の 畝 を 伝うて 

来る。 

蟹 五郎 かッ かッ、 怪しい もの だ。 小 蔭れ て 様子 を 見 

ンゝ、 o 

ん カレ 

両圆、 姿 を 隠す。 



なまめ こがい 

百合 (人形 を 抱き、 媚 かしき 風情に て 戸 を 開き戸 外 

あけ やす 

に 出 づ。) 夜の 長い 事、 長い 事 …… 何の 夏が 明 易 かろ 

う。 坊や も 寝られな いねえ、 —— お 月 様 幾つ、 お 十 

三、 七つ —— 今 も 誰 やら 唄うて 通った の をお 聞き か 

い、 —— 山 を 川に しょ —— ああ、 この頃で は 村の 人 

が、 山 を 川に もした かろう、 お気の毒 だ わね え。 … 

…まあ、 良い 月夜、 峰の 草 も 見える ような。 晃 さん 

お客様の 影 も、 あの、 松の あたりに 見えよう も 知れ 

かねつきどう あが 

ないから、 鐘 堂へ 上りましょう ね。 …… ひょっと 

たんぼ 

かして、 袖で も 触って 鳴る と 悪い ね、 田圃の 広場へ 

出て 見よう よ。 (と 小屋の うらに 廻って 入る。) 



ねんに ゆう ずきん つら 

鯰 入。 花道より、 濃い 鼠す かしの 頭巾、 面 一 面に 

にこん ひげ 

黒し。 白き 二 根の 髯、 鼻下より 左右に わかれて 長 

すそ ころも まと ひれ 

く 裾まで 垂る。 墨染の 法衣 を 絡い、 鰭の 形した る 

ひと もと あし つえ ひぶ さ 

鼠の 足袋。 一本の 蘆 を 杖つ き、 片手に 緋総 結びた 

ふばこ きた 

る、 美しき 文箱 を 捧げて、 ふらふらと 出で 来る。 

はるばる かんばつ 

鯰 入 遥々 と 参った。 …… もっての 外の 旱魃 なれば、 

思うた より 道中 難儀 じ や。 (と遥 に 仰いで) は あ、 

争われぬ、 峰の 空に 水気が 立つ。 嬉し や、 …… 夜叉 ケ 

たど 

池 は、 あれに 近い。 (と迪 り 寄る。) 

ゆくて たちあら わ 

鯉、 蟹、 前途に 立顕 る。 

鯉 七 誰 だ。 これへ 来た は 何もの だ。 



蟹 五郎 お 山の 池の 一 の 関、 藪 沢の 関守が 控えた。 名 

のって 通れ。 

鯰 入 (杖 を 袖に まき 熟と 視て) さて は 縁の ない 衆生 

でない の。 …… これ は、 北陸 道 無双の 霊山、 白山、 

ごきんだ ち 

剣ヶ峰 千蛇ケ 池の 御 公達より、 当 国、 三国 ケ岳 夜叉 ケ 

池の 姫君へ、 文づ かいに 参る もの じ や。 

くろお しょう 

鯉 七 おお、 聞 及んだ 黒 和尚。 

ごぼう 

蟹 五郎 鯰 入 は 御坊 かい。 

鯰 入 これ は、 いずれも 姫君のお 身内な。 夜叉 ケ 池の 

ごけん ぞく 

御眷属 か。 よい 所で 出会いました、 案内 を 頼み ま 

しょう。 



蟹 五郎 お 使、 御苦労です。 

鯉 七 ちと 申つ かった 事が あって、 里へ 参る 路 では あ 

れ ども、 若君のお 使、 何 は 措いても お供しょう。 姫 

様、 お喜びの 顔が 目に 見える。 われら もお 庇で 面目 

を 施します、 さあ、 御坊。 

蟹 五郎 さあ、 御坊。 

鯰 入 (ふと、 く なくなと なって 得 進まず。) しばらく- 

まず、 しばらく。 …… 

鯉 七 御坊、 お草臥れなら、 手 を 取りましょう。 

蟹 五郎 何と 腰 を 押そう かい。 

鯰 入 いやいや 疲れ はし ませぬ。 尾鰭 は のら のらと 跳 



ねる なれ ども、 ここに、 ふと、 世に も 気 懸リが 出来 

たじ やまで。 

鯉 七 気懸 りと は？ 御坊。 

鯰 入 ここまで 迪 つて、 いざ、 お 池へ 参る と 思えば、 

急に この 文箱が、 身に こたえて、 ずん と 重うな つた。 

その 事 じ や。 

鯉 七 恋の 重荷と 言います の。 お 心 入れの 御 状 なれば、 

こも 

池に 近し、 御 双方お 気が 通って、 自然と 文箱に 籠り 

ました か。 

ひい さま 

蟹 五郎 またかい。 姫様から、 御坊へ お 引出 ものな さ 

こがね しろがね あわ わき いしうす 

る。 .：：• あの、 黄金 白銀、 来、 粟の 湧 こぼれる、 石臼 



の 重量が 響きます かい。 

しょうぜん わし こた 

鯰 入 (悄然と して) いや、 私が 身に 応えた 処は、 こ 

ごほう び 

り や 虫が 知らす と 見えました。 御 褒美に 遣わさる る 

石臼 なれば 可 けれども == この 坊主 を 輪切りに して、 

ス ツボン 煮 を賞翫 あれ、 姫、 お昼 寝の 御 目覚ましに 

おそろ 

== と 記して あろう も 計られぬ。 わ あ、 可 恐し や。 

(とわな わなと 蘆の 杖と ともに ふるい 出す。) 

鯉 七 何で また、 そのような 飛んだ 事 を？ 御坊。 … 

鯰 入 いやいや、 急に 文箱の 重い につけて、 ふと 思い 

出いた 私が 身の 罪科が ござる。 さて、 言い兼ね まし 



たが 打開け て 恥 を 申そう。 (と 頸 をす くめて、 頭 を 

な こなたし ゆう やかた 

撫で) …… 近頃、 此方 衆の 前ながら、 館、 剣ヶ峰 千 

蛇ケ 池へ —— 熊に 乗って、 黒髪 を 洗いに 来た 山女の 

としま はだかみ 

年増が ござった。 裸身の 色の 白 さに、 つい、 とろと 

ろと なって、 面目な や、 ぬら リ、 くらり と 鰭 を 滑ら 

めざ わ 

かいて まつわり ましたが、 フトぉ 目 触りと なって、 

われら 若君、 もっての 外の 御機嫌 じ や。 —— 処をこ 

の 度の 文づ かい、 泥に 潜った 閉門 中、 ただおお せつ 

けの 嬉し さに、 うかう かと 出て 参った が、 心付けば、 

早 や 鰭の 下がく す ぼつたい。 (とまた 震う。) 

蟹 五郎 かッ、 かッ、 かッ、 (と 笑い) 御坊、 お まめで 



す。 あやかりたい。 

なさけ いのち 

鯰 入 笑われます か、 情ない。 生命とまで は 無うても、 

鰭、 尾 を 放て、 髯を 抜け、 とほ どに は、 おふみに 遊 

ばされ たに 相違 は ござるまい。 …… これ は 一 期 じ や、 

何としょう。 (と 寂しく 泣く。) 

ささや うなず 

鯉、 蟹、 これ を 見て 囁き、 頷く。 

鯉 七 いや、 御坊、 無い 事と も 言われ ませぬ。 昔 も 近 

ま ご 

江 街道 を 通る 馬 土が、 橋の 上に 立った 見 も 知らぬ 

おんな さき おんな 

婦 から、 十 里 前の 一里塚の 松の 下の 婦へ、 と 手紙 

を 一通 ことづかりし 事 あり。 途中 気懸 りに なって、 

そ つ ひと つ 

密 とその 封じ目 を 切って 見 たれば、 == 妹 御へ、 一、 



この 馬 士の腸 一組 参らせ 候 == とした ためられた 

何も 知らずに 渡そう ものなら、 腹 を 割かる る処 

であった の。 

鯰 入 は あ、 (とどう と 尻餅つ く。) 

蟹 五郎 お 笑止 だ。 か ッかッ かッ。 

鯉 七 幸 、 五郎が 鋏 を 持ちます …… 密と封 を 切 つ て、 

御覧が 可かろう。 

鯰 入 や あ、 何と、 …… それ を 頼みたい ば ッかリ に 恥 

さら よま いごと 

を 曝した 世迷言 じ や。 …… 嬉し や、 大目に見て 下さ 

るかのう。 

蟹 五郎 もっとも、 もっとも。 



ひそ ゆか 

鯉 七 また …… (と 声を密 めて) 恋し 床しのお 文 なれ 

ば、 そり や、 われわれ どもが なお 見たい。 

鯰 入 (わななきながら、 文箱 を 押 頂き、 紐 を 解く。) 

ふた ひと 

鯉、 蟹 ひしと 寄る。 蓋 を 放って 斉しく 見る。 

鯰 入 や あ！ 

鯉 七 えええ え。 

蟹 五郎 や あや あや あ！ 

鯰 入 文箱の 中 は 水ば かりよ。 

と 云う 時、 さっと、 清き 水流れ 溢る。 

ひい さま 

鯉 七 あれ あれ あれ、 姫様が。 

はっと 鯰 入と ともに 泳ぐ 形に 腹ば いになる。 蟹 は 



いて 附 添う。 

十五夜の 月 出づ。 



白雪 ふみを 読む のに、 月の 明 は、 もどかし いな。 

おんまえ さま からだ よ 

姥 御前 様、 お 身体の 光りで 御覧ず るが 可う ござり ま 

白雪 (下 襲 を 引いて、 袖口の 炎 を 翳し、 やがて 読果 

てて 恍惚と なる。) 

ひい さま 

椿 姫様。 

おんまえ さま 

姥 もし、 御前 様。 

白雪 可 懐し い、 優しい、 嬉しい、 お 床しい 音信 を 聞 

いた。 …… 姥、 私 は 参る よ。 



ふもと ひろい 

姥 たまたま 麓へ お 歩行が。 

椿 もうお 帰り 遊ばします か。 

白雪 どこへ 9 (と 聞 返す。) 

姥 お 住居へ。 

白雪 何？ 

姥 夜叉 ケ池 へで ござりましょう。 

白雪 あれ、 お前 は 何 を 言う …… 私の 行く の は 剣ヶ峰 

だよ。 

一同 剣ヶ峰へ、 とおつ しゃ リま すると？ 

白雪 聞かず と 大事ない もの を —— 千蛇ケ 池と は 知れ 

とこ ふところ 

た 事 —— このお ふみの 許へ さ。 (と 巻戻し 懐中に 納 



めて 抱く。) 

ォ 力ま ま 

姥 (居直り) また …… 我儘 を 仰せられます。 お前 様、 

ここに 鐘 が ござります。 

まな じり きつ 

白雪 む、 (と 眦 を あげて、 鐘楼 を屹と 見る。) 

姥 お忘れ はなさり ますまい。 山ながら、 川ながら、 

おんまえ さま 

御前 様が、 お 座 をお 移しな さり ますれば、 幾 万、 何 

千の 生類の 生命 を 絶たねば なり ませぬ。 剣ヶ峰 千 

蛇ケ 池の、 あの 御 方 様 とても 同じ 事、 ここへ お運び 

となり ますと、 白山 谷 は 湖になります ゆえ、 そのた 

めに 彼方から も 御 越の 儀 は 叶い ませぬ。 —— 姥 はじ 

め 胸 を 痛めます。 …… おいと しい 事 なれ ども、 是非 



ない 事に ござります。 

白雪 そんな、 理窟 を 云って …… 姥、 お前 は 人間の 味 

方 かい。 

あざ わ ら 

姥 へへ、 (嘲笑い) 尾の ない 猿 ども、 誰が かばいだ て 

いたしましょう。 …… 憎ければ とて、 浅ましければ 

きざ かた き 

とて、 気障 なれば とて、 たとい 仇敵 なれば と 申して、 

約束 はか えられ ませぬ、 誓 を 破って は 相 成り ませぬ。 

白雪 誓盟 は、 誰が したえ。 

姥 御 先祖 代々、 近く は、 両、 親御 様まで、 第一 お前 

様に 御 遺言で は ございませ ぬか。 

白雪 知っています。 (とつん とひ ぞ る。) 



姥 もし、 お前 様、 その 浅ましい 人間で さえ、 約束 を 

堅く 守って、 五 百年、 七 百年、 盟約 を 忘れぬ では ご 

ざり ませぬ か。 盟約 を 忘れ ませねば こそ、 朝 六つ 暮 

六つ 丑満 つ、 と 三度の 鐘 を 絶し ませぬ。 この 鐘の 鳴 

リ ますう ち は、 村里 を 水の 底に は 沈められ ぬので ご 

ざり ます。 

白雪 ええ、 怨めしい …… この 鐘 さえなかったら、 (と 

熟と 視て、 すらりと 立直り) 衆に、 ここへ 来い とお 

言い。 

ひい さま 

椿 (立って 一 方 を 呼ぶ。) 召します。 姫様が 召します 

よ。 



鯉 七 (立 上がり 一 方 を) や あ、 いずれも 早く。 (と 呼 

、、ヽ o ン 

J ) 

眷属 ばらばらと 左右に 居 流る。 一 同 得 もの を 持て 

り。 扮装 おもいおもい、 鎧 を 着た る も あり、 髑髏 

を 頭 に 頂く も あり、 百鬼夜行の 体なる ベ し。 

虎杖 虎杖 入道。 

鯖 江 鯖江ノ 太郎。 

鯖 波 鯖波ノ 次郎。 

この 両個、 「兄弟の もの ご と 同音に 名告 る。 

塚 十三 塚の 骨 寄 鬼。 

蟹 五郎 藪 沢のお 関守 は 既に 先刻より。 



姥 や、 彼方へ お 返事に つきまして、 いずれも を 召し 

ました 9 仰せ つけられ まする 儀 は？ 

白雪 姥、 どう 思うても 私 は 行く。 剣ヶ峰へ 行かねば 

ならぬ。 鐘 さえな くば 盟約 も あるまい …… 皆が、 あ 

の 鐘、 取って 落して、 微塵になる まで 砕いて おしま 

ヽ 

姥 えええ え 仰せ なれば と 云うて、 いずれも 必ずお 動 

まなこ みつ 

き あるな。 (眼 を 光らし、 姫を瞻 めて) まだ そのよ 

うな わやく を おっしゃる。 …… 身う ちの 衆 をお 召 出 

し、 お 言葉が ござりまして は、 わやくが、 わやくに 

おそれ かず 

なり ませぬ。 天の 神々、 きこえ も 可 恐 じ や。 …… 数 



ざり ます。 それまで お堪えな さり まし。 

白雪 あんな 気の 長い 事ば かリ。 あこがれ 慕う 心に は、 

よみ じ よ 

冥土の 関 を 据えた とて、 夜の あくるの も 待たり よう 

よ みな き 

か。 可し、 可し、 衆が 肯 かずば 私が 自分で。 (と 気が 

入る。) 

椿 あれ、 お 姫様。 

姥 これ は 何とな されます …… 取棄 てて 大事ない 鐘な 

ら、 お前 様のお 手 は 待たぬ …… 身内に 仰せまで もな 

い。 何、 唐 銅の 八 千 貫、 こう 痩せさら ぼえ た 姥が腕 

でも、 指で 挟んで 棄 てまし ようが、 重い は 義理で ご 

ざり まする もの。 



ま 

そ は 瞬く 間 も 待ち ませぬ。 お前 様 を、 この 姥が おぶ 

い 申して、 お 靴に 雲 もっけますまい。 人 は 死のうと、 

お ぼ ふもと 

溺れようと、 峰 は 崩れよ、 麓 は埋れ よ。 剣ヶ峰まで、 

ただ 一飛び。 …… この 鐘 を撞く 間に、 盟誓 をお 破り 

遊ばす と、 諸 神、 諸 仏が 即座のお 祟り、 それ を 何と 

なされます！ 

いたど リ かえる くず リ ゆう ながれ 

鯉 七 当 国に は、 板 取、 帰、 九 頭 竜の 流 を 合せて、 

日 野 川の 大河。 

蟹 五郎 美 濃の 国に は、 名 だた る&斐 川。 

姥 二 個の 川の 御 支配 遊ばす。 

椿 百万 石のお 姫様。 



一 同 は、 はッと 退く。 姫、 するすると 寄り、 颯と 

かけのぼ すが きつ 

石段 を龃 上り、 柱に 鎚 つて 屹と鐘 を —— 

ごばち こうむ 

諸 神、 諸 仏 は 知らぬ 事、 天の 御 罰 を 蒙 つても、 白雪 

なさけ 

の 身よ、 朝日影に、 情の 水に 溶く る は 嬉しい。 五体 

やつざき 

は 粉に 砕けようと、 八 裂に されようと、 恋しい 人 を 

血に 染めて、 燃え あこが るる 魂 は、 幽な 蛍の光と 

なっても、 剣ヶ峰へ 飛ばいで おこう か。 

こうぜん はるか 

と晃 然と かざす 鉄 杖 輝く …… 時に、 月夜 を 違に、 

唄の 声す。 

== ねんねんよ、 おころ りよ、 ねんね の 守 は どこ 

へいた、 山 を 越えて 里へ 〔仃 た、 里の 土産に 何 貰う 



た、 でん でん 太鼓に 笙の 笛卩卩 

きき ほ かえん たもと 

白雪 (じっと 聞いて、 聞 惚れて、 火 焰の袂 たよた よ 

となる。 やがて 石段の 下 を 呼んで) 姥、 姥、 あの 声 

は？ 

姥 社の 百合で ござります。 

白雪 おお、 美しい お 百合さん か、 何 をして いるの だ 

ろうね。 

こころ や 

姥 恋人の 晃の 留守に、 人形 を 抱きまして、 心遣りに、 

子守唄 をうたい まする。 

白雪 恋しい 人と 分れて いる 時 は、 うた を 唄えば 紛れ 

る もの かえ。 



姥 おおせの 通りで ござります。 

ひい さま 

一 同 姫様、 遊ばして 御覧 じ ませぬ か。 

白雪 思いせ まって、 つい 忘れた。 …… 私が この 村 を 

沈めたら、 美しい 人の 生命 も あるまい。 鐘を撞 けば 

仇 だけれ ども、 (と 石段 を静に 下りつつ) この 家の 

ねたま うらやま 

二人 は、 嫉 しいが、 羨 しい。 姥、 おとなし ゆうし 

て、 あやかろ うな。 

姥 (はら はらと 落涙して) お 嬉し ゆう 存じます る。 

白雪 (椿に) お前 も 唄う かい。 

椿 はい、 いろいろの を 存じて おります。 

鯉 七 いや、 お 腰元 衆、 いろいろ 知った は 結構 だが、 



近 ごろ はやる == 池の 鯉よ、 緋& よ、 早く 出て 麩 を 

食え == なぞと、 馬鹿にし たような の はお 唄いな さ 

るな、 失礼 千万、 御機嫌 を 損じよう。 

椿 まあ …… お前さんが、 身勝手な。 

一 同 (どっと 笑う。) —— 

白雪 人形 抱いて、 私 も 唄おう …… 剣ヶ峰の おつかい 

鯰 入 は あ、 は あ、 はッ。 

白雪 お 返事 を 上げよう …… 一 所に —— 椿 や、 文箱 を 

ぉ預 り。 —— 衆 も 御苦労であった。 

一 同 敬う。 = でんで ん 太鼓に 笙 の 笛、 起 上り 

こ ぼ し かざぐるま 

小 法師に 風車 == と 唄う を 聞きつつ、 左右に 分 



宅 膳 (ずっと 出で) こり や、 お 百合、 見苦しい、 何 

ただいま 

を ざ わつ く。 唯今 も、 途中で 言 聞かした 通リじ や。 

きさま いやおう 

汝に 白羽の 矢が 立った で、 否応 はない わ。 六ケ村 

の 水 切れ じ や。 来なら ば 五 万 石、 八 千 人の ために、 

あまごい にえ こども 

雨 乞の 犠牲に なりましょう！ 小児のう ちから 知つ 

ひでり 

て もお ろうが、 絶体絶命の 旱 の 時には、 村 第 一 の 美 

女 を 取つ て 裸体に 剝き …… 

百合 ええ。 (と 震える。) 

くら いまし 

宅 膳 黒 牛の 背に、 鞍 置かず、 荒緦に 縛め る。 や、 もつ 

ゆ 

とも 神妙に 覚悟して 乗って 行けば 縛る に は 及ばん て 

さ。 …… すなわち、 草 を 分けて 山の 腹に 引 上せ、 夜 



まし。 もし、 皆さん、 堪忍して 下さい まし。 …… 手 

を 合せて 拝みます。 そ、 そんな 事が、 まあ、 私に… 

管 八 何 だとう？ 

初 雄 貴女、 お 百合さん、 何です か。 

百合 叔父さん、 後生で ございます …… 晃 さんの 帰リ 

ま ま て 

あき や つ 

宅 膳 またしても 旦那 様 じ や。 晃、 晃と 呆れた 奴め が _ 

うしお みちひ うしみ つ 

これ、 潮の 満干、 月の 数 …… 今日の 今夜の 丑 満は過 

されぬ。 立ちましょう、 立ちましょう。 

き くく 

管 八 言う こと を肯 かんと 縛り上げる ぞ。 



嘉伝次 村、 郡の ためじ や、 是非がない。 これ、 はい、 

気の毒な もの じ やわい。 

管 八 お 神官、 こり やい かんで え？ 

宅 膳 引 立 て て 可う) /ざる。 

管 八 来い、 それ。 

と 村の もの 取 込む る。 百合 遁げ 迷う。 

風呂 助 埒 あかんのう。 私に まかせた が 可う ござんす。 

かか だき つか 

との さばり 掛リ、 手 もな く 抱す くめて 摑み 行く。 

仕 丁 手伝い、 牛の 背に 仰け ざまに 置く。 

百合 ああれ。 (と悶 ゆる。) 

ま せな ね 

胴に まわし、 ぐるぐ ると 褪を 捲く。 お 百合 背 を 捻 



おもて さつ ひづめ 

じて 面 を 伏す。 黒髪 颯と 乱れて 長く 牛の 鰭 爪に 

落つ。 

嘉伝次 宅 膳 どん、 こり や、 きもの を 着て いて 可い か 

ヽ o 

レ 

やしろ 

宅 膳 は あ、 いずれ、 社の 森へ 参って、 式の ごとく 本 

支度に 及びます るて。 社務所に は、 既に、 近頃 この 

あたりの 大地 主に なれら ましたる 代議士 閣下 を はじ 

きづ か い 

め、 ぉ歴々 衆、 村民 一 同の 事 をお 憂慮な されて、 

あまごい 

雨 乞の 模様 を 御 見物に お揃いで ござります てな。 

嘉伝次 その 事 じ やつけ ね。 

初 雄 皆、 急ぐ です。 



管 八 諸君 努力せ よかね、 はは はは。 

ゆ 

一 同、 どやどやと 行き かかる。 

つ ゆくて きつ 

晃 (衝と 来り、 前途に 立って、 屹と 見る より、 仕 丁 

を 左右へ 払いの け、 はた、 と 睨んで、 牛の 鼻 頭 を 取つ 

て 向け、 手緦 を、 ぐい、 と緊 めて、 ずかずか 我家の 

前。 腰なる 鎌 を 抜く や 否や、 無言の まま、 お 百合の 

いましめの 緦を ふッと 切る。) 

百合 (一 目 見て) おお 晃 さん、 (ところげ 落ち、 晃の 

とりすが 

うしろに 身 を かくして、 帯の 腰に 取鎚 り) 旦那 様、 

いい 処へ。 貴下。 どうして、 まあ、 よく、 まあ、 早 

う 帰って 下さいました、 ねえ。 



うしろ かば とが ま さか て ね 

晃 (百合 を 背後に 庇い、 利 鎌 を 逆手に、 大勢 を 睨め 

つけながら、 落着いた る 声に て) ああ、 夜叉 ケ 池へ 

やまみち かすか 

—— 山路、 三の 一 ばかり 上った 処で、 峰裏幽 に、 遠 

こども 

く 池 ある 処と 思う あたりで、 小児 を あやす、 守 唄の 

しらたま つな 

声が 聞え た。 …… 唄の 声が この 月に、 白玉の 露を繫 

おどろ あや あお 

いで、 蓬の 草 も 綾 を 織って、 目に 蒼く 映った と 思え。 

…… 伴侶が 非常に 感に打 たれた。 —— 山 沢に は 三 歳 

になる 小児が ある。 …… 里心が 出て 堪えられん。 月 

よみち みやま じ さまよ 

の 夜 路に深 山路 かけて、 知らない 他国に 徜徉 うこと 

はまた、 来る年の 首途 にしよう。 帰り 風が 颯と 吹く、 

と 身体 も 寒くな つたと 云う。 私 もしき りに 胸騒ぎが 



する。 すぐに 引返して 帰つ たんだよ。 (と 穏 に、 

ひさ ご 

百合に 向って 言い 果てる と、 すッと 立って、 瓢を 

逆に、 月 を 仰いで、 ごッと 飲む。) 

ひも くび 

百合、 のび 上って、 晃が紐 を 押え 頸に 掛けた る 

おがさ 

小 笠 を 取り、 瓢を 引く。 晃 はなす を、 受け取って 

かまち 

框 におく。 すぐに、 鎌 を 取ろうと する。 晃、 手 を 

振って 放さず、 お 百合、 しかと その 晃の鎌 を 持つ 

手に 鎚り いる。 

晃 帰れ、 君た ちァ何 をして いる。 

初 雄 更 めて 断る です がね、 君、 お気の毒 だけれ ども、 

もう、 村 を 立 去って くれた まえ。 



その、 鐘を撞 くた めの 君 はですな、 名 は 権 助と 云う 

かどう か は 分からんで すが、 ええん！ 

村 二三 ひやひや。 (と 云う。) 

しゅもく やろう まるたんぼう 

村 四 五 撞木 野郎、 丸太 棒。 (と 怒鳴る。) 

初 雄 え へん、 君 はこの 村に おいて、 肥料の 糟 にもな 

ら ない、 更に、 あえて、 しかして その、 いささか も 

用の ない 人です。 故にです、 故にです な、 我々 一統 

が、 鐘 を、 ぉ撞 きになる の を、 お断り を、 します と 

同時に、 村 を、 お立ち去りの 事 を 宣告す るので ある 

です。 

村 二三 そうだ、 そうだと も。 



晃 望む 処だ。 …… 鐘 を 守る とも 守るまい とも、 勝手 

にしろ と 言わる るから、 俺に は 約束が ある …… 義に 

依て 守って いたんだ。 鳴らすな と言うに、 誰が すき 

好んで 鐘 を撞く か。 勿論、 即時に ここ を 去る。 

村 四 五 出て 行け、 出て 行け。 (と 異口同音。) 

ゆ 

晃 お 百合 行こう。 (その いそいそ 見繕いす る を 

見て) 支度が 要る か、 跣 足で 来い。 茨の 路は 負って 

通る。 (と 手 を 引く。) 

お 百合 その 袖に 庇われて、 大勢の 前 を 行く。 —— 

忍んで 様子 を 見た る、 学 円、 この 時密 とその 姿 を 

あらわ 

顕す。 



管 八 (悪く 沈んだ 声して) おいおい、 おい 待て。 

晃 (構わず、 つかつかと 行く。) 

管 八 待て、 こら！ 

晃 何 だ。 (と衝 と 返す。) 

きさま ゆ 

管 八 汝、 村の もの は 置いて 行け。 

晃 塵 ひとつ 葉 も 持つ ちゃ 行かん よ。 

管 八 その 婦は 村の もの だ。 一所に 連れて行く 事 は 

出来ない の だ。 

晃 いや、 この 百合 は 俺の 家内 だ。 

嘉伝次 黙りなさい。 村の もの じ やわい。 

晃 どこの もので も 差支えん、 百合 は 来たい から 一所 



に 来る …… 留リ たければ 留 るんだ。 それ 見ろ、 萩 

すが ゆ 

原に 鎚 つて 離れ やせん。 (微笑して) 置いて 行けば 

百合 は 死のう …… 人 は、 心の ままに 活 きねば ならな 

い。 お前た ち どもに 分る もの か。 さあ、 行こう。 

宅 膳 (のしと 進み) これこれ 若い もの、 無分別 はた 

めに ならん ぞ。 …… 私が 姪 は、 ただこの 村の ものば 

いのち 

かりで はない。 一郡 六ケ 村、 八 千の 人の 生命 じ や、 

あまごい に え 

雨 乞の 犠牲に してな。 それじゃに、 …… その 犠牲の 

ゆ ぬし 

女 を 連れて行 くの は、 八 千の 人の 生命 を、 お 主が 奪 

取って 行く も 同然。 百合 を 置いて 行かん 事に は、 こ 

こ は 一 足 も 通されん わ。 百合 は 八 千の 人の 生命 じ や 



が。 …… さあ、 どうじ やい。 

学 円 しばらく、 (声を掛け、 お 百合 を 中に 晃と立 並 

ぶ。) その 返答 は、 荻 原から はしに くかろう。 代って 

私が 言う。 —— いかにも、 お 百合さん は 村の 生命 

じ や。 それ なれば こそ、 華胄の 公子、 三男で は ある 

が、 伯爵の 萩原が、 ただ、 一 人の 美し さの ために、 

一代 鐘 を 守る ではない か —— 既に、 この 人 を 手籠め 

ちじょく 

にして、 牛の 背に 緦 目の 恥辱 を 与えた 諸君に、 論 は 

無益と 思う けれども、 衆人 環り 視る 中に おいて、 淑 

女の 衣 を 奪うて、 月夜 を 引 廻す に 到って は、 主、 親 

を 殺した 五 逆 罪の 極悪人 を 罪する にも、 洋の 東西に 



(教員に) 君 は 学校の 先生 か、 同 一 教育家 じ や。 他人 

かんぬし あなた 

でない、 扱うて くれた まえ。 (神官に) 貴方 も 教えの 

道 は 御 親類。 (村長に) 村長さん の 声 名に もお 鎚リ 

きょうかく 

申す。 …… (力士に) な、 天下の 力士 は 俠客じ や、 

おとこだて 

男 立と 見受けました。 …… 何分 願います、 雨 乞の 

犠牲 はお 許し を 頼む。 

これが ために 一 同し ばらく ためらう。 …… 代議士 

あなぐま 

穴隈鉱 蔵、 葉巻 をく ゆらしながら、 悠々 と 出づ。 

そいつら かた リ 

鉱蔵 其奴 等 騙賊じ や。 また、 騙賊 でのうても、 華族 

が 何 だ、 学者が 何 だ、 糧を どうす る— 命 を どう 

や ささ まら 

する？ …… 万事 俺が 引受けた。 遣れ、 汝等、 裸に し 



ようが、 骨 を 抜こう が、 女郎 一人と、 八 千の 民、 誰 

かなえ けいちょう 

か 鼎の 軽重 を 論ぜん やじ や。 雨 乞 を 断行せ い。 

まっさき たち かか 

力士 真 先に、 一 同 ばらり と立懸 る。 

わし しば うわぎ 

学 円 私 を 縛れ、 (と 上衣 を 脱ぎ 棄て) かほ ど 云うても 

きき い や わし 

肯 入れないなら 止む を 得ん、 私 を 縛れ、 牛に のせい。 

晃 (からりと 鎌を棄 て) いや、 身代りなら 俺 を 縛れ。 

やつざき 

さあ、 八 裂に しろ、 俺 は 辞せん。 —— 牛に 乗せて 夜 

叉ケ 池に 連れて行け。 犠牲に よって、 降らせる 雨な 

ら、 俺が 竜神に 談判して やる。 

百合 あれ、 晃 さん、 お客様、 私が 行きます、 私 を 遣つ 

て 下さい まし。 



いのち 

晃 ならん、 生命に 掛けても 女房 は 売らん、 竜神が 何 

だ、 八 千 人が どうしたと！ 神に も 仏に も 恋 は 売ら 

ん。 お前が 得心で、 納得して、 好んで すると 云って 

も 留め るんだ。 

鉱蔵 (ふわ ふわと 軽く 詰め寄り、 コッコ ッと杖 を 叩 

いて) 血迷うな！ たわけ も！^ い 加減に しろ、 女 も 

女 だ。 湯屋へ はどうして 入る？ うむ、 馬鹿が！ 

(と 高笑いして) 君た ち、 おい、 いやしくも 国の ため 

に は、 妻子 を剌 殺して、 戦争に 出る というが、 男児 

たる ものの 本分 じ や。 且つ 我が国の 精神 じ や、 すな 

わち 武士道 じ や。 人 を 救い、 村 を 救う は、 国家の た 



めに 尽す のじ や。 我が国の ために 尽す のじ や。 国の 

力 か あ 

ために 尽 すのに、 一 晚媽々 を 牛に のせる のが、 さほ 

なさけ はなったら りょうけん 

どまで 情ない か。 演垂 しが、 俺 は 料簡が 広い か 

い きさま 

ら可 いが、 気の 早い もの は 国賊 だと 思う ぞ、 汝。 俺 

なぞ は、 鉱蔵 は、 村 はもと ょリ ここに 居る ただこの 

じんみん そうせい なんどき 

人民 蒼生の ためとい うに も、 何時でも 生命 を棄 てる 

ぞ。 

時に 村人 は 敬礼し、 村長 は頤を 撫で、 有志 は 得意 

を 表す。 

とが ま 

晃 死ね！ (と 云う まま 落した る 利 鎌 を 取って きっと 

つき 

突つ く。) 



鉱蔵 わ あ。 (と 思わず 退る。) 

きさま 

晃 死ね、 死ね、 死ね、 民の ために 汝 死ね。 見事に 死 

ん だら、 俺 も 死んで、 それから 百合 を 渡して やる。 

死ね、 死ない か。 

とじり りと 寄る たび、 鉱蔵 ひょこひょこと 退る。 

お 百合、 晃の 手に 取鎚 ると、 鎚られ た 手 を 震わし 

な 力ら 

し、 しからずんば 決闘せ い。 

とど 

一 同 その 詰 寄る を、 ゎッ わと 遮リ留 む。 

そば きさまら 

傍へ 寄るな、 口が 臭い や、 こいつら も！ 汝等 は、 

なりきん 

その 成金に 買われた な。 これ、 昔 も 同じ 事が あった。 



白雪 は 夜叉 ケ 池に 身 を 沈めた というの を 聞かぬ か。 

忘れた か。 汝等。 おれたちに 指で も 指して みろ、 雨 

ふらち 

は 降らいで、 鹿 見 村は焰 になろう。 不埒な 奴等 だ。 

よまいごと しゃべ ひで リ 

鉱蔵 世迷言 を 饒舌るな ニ才。 村 は 今 既に 旱 の焰に 

焼けて おる。 それが ために 雨 乞す るの じ や。 や あ 

衆、 手ぬ るい、 遣れ 遣れ。 (いずれも 猶予す る を 見 

らち あ わめ 

て) 埒 明かん な、 伝吉 ども 来い。 (と 喚く。) 

おどし こぶん 

博徒 伝吉、 威の 長 ドス を ひらめかし、 乾 児、 得 も 

の を 振って 出づ。 

伝吉 畳んで しまえ、 畳んで しまえ。 

がってん 

乾 児 合点 だ。 



晃 山 沢、 危 ぃぞ。 

しょうろう かけあが 

とお 百合 を 抱く ようにして 三人 鐘楼 に龃 上る。 

学 円 は 奥に、 上り口に 晃、 お 百合、 と 互に 榍 にな 

おしの 

らんと 争う。 やがて 押 退けて、 晃、 すっくと 立ち、 

鎌 を 翳す。 博徒、 衆と もに 下より 取 巻く。 お 百合、 

振 上げた る晃の 手に 鎚る。 

一同 遣れ 遣れ、 遣つ ちまえ、 遣つ ちまえ。 

がんめい ぼうぎゃく 

学 円 言語道断、 いまだ かって、 かかる、 頑冥 暴虐の 

民 を 知らん！ 天に、 —— 天に 銀河 白し、 滝と なつ 

て、 落ちて 来い。 (合掌す。) 

晃 大事な 身体 だ、 山 沢 は遁げ い、 遁げ い。 



ま つ ささ 

と 呼ばわりながら、 真 前に 石段 を 上れる 伝吉 と、 

ふたう ちみう ち 

二 打 三 打、 稲妻の ごとく、 チヤ リリと 合す。 

伝吉 退く。 時に 礫 を なげうつ もの あり。 

きず つ おさ 

晃 (額に 傷き 血 を 圧え て) ぁッ。 (と 鎌 を 取 落す。) 

百合 (サ ソクに その 鎌 を 拾い) 皆さん、 私が 死に ま 

す、 言 分 は ござんすまい。 (と 云うよ り 早く 胸 さき を 

かッ しと 切る。) 

ちぎと 

晃 しまった！ (と 鎌 を 捩 取る。) 

百合 晃 さん —— 御 無事で —— 晃 さん。 (とがつ くり 

落 入る。) 

、 ？ ま まう ぜん 

一 同色 沮 みて 茫然たり。 



晃 一人 は 遣らん！ 茨の 道 は 負って 通る。 冥土で 

ヽ，" だ おもて 

待てよ。 (と 立直る。 お 百合 を 抱け る、 学 円と 面 を 

見合せ) 何時 だ。 (と 極めて 冷静に 聞く。) 

学 円 (沈着に 時計 を 透かして) 二 時 三分。 

晃 むむ、 夜ごとに 見れば 星で も 了る …… ちょうど 

うしみ つ こうぜん 

丑満 …… そうだろう。 (と 昂然と して 鐘 を 凝視し) 

山 沢、 僕 はこの 鐘を搗 くまいと 思う。 どう だ。 

学 円 (沈思の 後) うむ、 打つな、 お 百合さん のた め 

に、 打つな。 

しゅちく 

晃 (鎌 を 上げ、 はた、 と 切る。 どうと 撞木 落つ。) 

すさまじ 

途端に もの 凄 き 響き あり。 —— 地震 だ。 —— 



白雪 姥、 嬉しい な。 

もろ ごえす ご 

一 同 お 姫様。 (と 諸 声 凄し。) 

白雪 人間 は？ 

うお たにし どじょう 

姥 皆、 魚に。 早 や 泳いで おります。 田螺、 鰌 も 見 

えます る 

ど つ 

一 同 (共と 笑う ゾ はは はは はは は。 

ふち すまい 

白雪 この 新しい 鐘ケ淵 は、 御 夫婦の 住居に しょう。 

皆お いで。 私 は 剣ヶ峰へ 行く よ。 …… もう ゆきかよ 

いは 思いのまま。 お 百合さん、 お 百合さん、 一所に 

唄 をうた いまし ようね。 



きょしょう 

たちまち また 暗し。 既にして 巨鐘 水に あり。 晃、 

リ ゆうず ほおづえ 

お 百合と 二人、 晃は、 竜頭に 頰杖 つき、 お 百合 は 

もすそ 

下に、 水に 裳 を ひいて、 うしろに 反らして 手 を 支 

き、 打 仰いで、 熟と 顔 を 見合せ 莞爾と 笑む。 

時に 月の 光 煌々 たり。 

しょうろう たたず いちゅう 

学 円、 高く 一人 鐘楼に 佇み、 水に 臨んで、 ー揖 

し、 合掌す。 

あきらか 

月い よいよ 明 なり。 

( —— 9 

大正 二 二 九 一 三) 年 三月 
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